
堀川ボランティア活動が卒業論文に 
名古屋大学・情報文化部 平成 27年度卒業生の想い 

 

掲題のテーマは、一人の大学生が「名古屋の堀川」に着目し、 
堀川を中心にボランティア活動する団体を紹介し、都市河川と市民
の関係性を詳細に分析した卒業論文で学問の領域だけに留まらず、
行政・産業界・一般社会の環境に関心のある人たちにも大きく共感
を与える論文であり、鯱城・堀川と生活を考える会の皆さんにも是
非とも勧めたいと、ホームページに掲載する事にした。 
 
（表題） 

ボランティア活動を通してみる河川と人々の関係性 
―名古屋・堀川を事例として― 

 
文明の発展と環境の変化を記載しています。 
 人類は文明の発展に伴い、特に近年、地球規模の大気汚染・水質
汚染・土壌汚染各種の公害問題を引き起こしております。 
 昨年(2015)10 月に名古屋大学・情報文化部の筆者から 
｢堀川とボランティア活動に関するアンケート調査」を卒業論文の中
心として考えたい旨要請がありました。 
 特に我々の取組む堀川・新堀川の水質検査・清掃活動を簡潔に紹
介しています。 
 この要請に対して、「考える会」としては真摯に受入れ真面目に応
える事が必要と考えました。会員の中で 88 名の皆さんから回答を
寄せられました。貴重なお答に感謝致します。 
 結果は別添（１Ｐ～４Ｐ）の集計グラフに要約致しました。 
又、愛知県民が恩恵を頂いている 500 万人の下流域住民と木曽川水
系の上流域住民との交流を紹介しています。 
 その他の団体からも幅広く、堀川に関する意見の聴取、アンケー
ト調査を実施し、一緒に活動する仲間が継続して当面する課題「堀
川浄化」・「堀川美化」に積極的に拘わる事を紹介しています。 
 願わくば筆者が今の考えと実行力を持って、更に高みを目指して 
頂く気持ちと、この卒業論文が、行政・産業・一般社会人に役立つ
事を期待するものであります。 
特に我々名古屋に住を構えている人々は本書が、納屋橋・堀川ギャ
ラリーに展示してありますので、是非ご一読下さるようお願い致し
ます。 
 
                 平成 28年 5 月20 日 
                 鯱城・堀川と生活を考える会 
 



61～65 66～70 71～75 76～80 81～85 男 女

3 15 44 21 5 56 32

天白区 名東区 東区 瑞穂区 守山区 昭和区 西区 千種区 中村区

6 10 3 8 9 4 5 7 3

南区 緑区 北区 中区 港区 中川区 熱田区 名古屋市

3 12 7 3 4 2 1 1

４．自宅に住んで何年になりますか

10年以下 10～20年 20～30年 30～40年 40～50年 50～60年 60～70年 70年以上

6 13 12 28 11 4 8 6

1年以下 1～4年 4～7年 7～10年 10～13年 13～16年 16年以上

6 31 25 21 4 1

平成27年10月調査

堀川とボランティア活動に関するアンケート集計結果
（名古屋大学情報文化部 松永真弥さんの依頼・集計によるもの　  配布数150　返送数 88　回収率 58.7%）

   ３．あなたの自宅はどこですか

５．鯱城・堀川と生活を考える会の活動をはじめて何年ですか

２．あなたの性別は１．あなたの年齢は
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活動をはじめて何年ですか

1年以下 1～4年 4～7年 7～10年 10～13年 13～16年 16年以上
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６．考える会の会員になった理由は何ですか（複数回答）

毎回参加 2回に1回

17 28

８．堀川沿いをどのくらいの頻度で通りますか

ほほ毎日 2，3日に1度 週に1度 半月に1度 月に1度 年に数回 全く通らない

2 6 16 22 17 18 6

ほとんど参加 ほとんど不参加

36 4

７．清掃活動にはどの程度参加しますか

0 10 20 30 40 50

その他

現役時代の調査が面白かったため

堀川の水辺環境を改善させたいため

堀川の水質を改善させたいため

環境保全に関わりたいため

誘われたため

同じような活動経験があるため

社会に役にたちたい為

新たな知人を作る手段になるため

社会勉強になるため

友人と一緒に何かをする機会になるため

通いやすいため

ボランティアに興味があったため

時間に余裕があったため

2% 7%

18%

25%
20%

21%

7%

堀川沿いを通る頻度はどうですか

ほほ毎日 2，3日に1度 週に1度 半月に1度

月に1度 年に数回 全く通らない

20%

42%

33%

5%

清掃活動へはどの程度参加しますか

毎回参加 ほとんど参加 2回に1回 ほとんど不参加
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5年以下 6～10年 11～15年 16～20年 21～25年 26～30年 31年以上

33 32 9 4 2 5

大いに改
善した

ある程度
改善した

変わらない
あまり改善
していない

改善してい
ない

わからない

5 59 12 11

１０．堀川やその周辺環境に関心を持ち始めたのは何年前からですか

１１．現在とその時を比較すると、堀川とその周辺はどうなったと思いますか

９．堀川とその周辺環境に問題があるとすれば何が問題だと思いますか（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

問題はない

人々の利用頻度

人々の関心の程度

堀川沿いにあるゴミ

生態系

ヘドロ

悪臭

堀川にあるゴミ

水質

39%

38%

10%

5%
2%

6%

堀川に関心を持ったのは何年前からですか

5年以下 6～10年 11～15年 16～20年 21～25年 26～30年 31年以上

6%

68%

14%

12%

その時から堀川とその周辺は改善したと思いますか

大いに改善した ある程度改善した 変わらない

あまり改善していない 改善していない わからない

3



大いに貢
献している

ある程度
貢献してい

あまり貢献
していない

貢献してい
ない

わからない

14 63 8 2

１４．そのためには考える会はどのような活動をしていくのが良いと思いますか（複数回答）

１２．鯱城・堀川と生活を考える会の活動が堀川やその周辺の改善にどの程度貢献していると思いますか

１３．今後、堀川はどのような場になってほしいですか（複数回答）

16%

73%

9%

2%

考える会は堀川や周辺環境に貢献していると思いますか

大いに貢献している ある程度貢献している あまり貢献していない

貢献していない わからない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答

その他

イベントを開催する場

レクレーションの場

環境学習の場

子供たちの遊びの場

商業施設が立ち並…

人々の憩いの場

生き物が多く棲む場

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

その他

イベントでアピールする

活動メンバーを増やす

行政に浄化を働きかけていく

大人向けの環境教育をする

子供向けの環境教育をする

環境活動を続ける
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